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実施期間 1
?事業総額 [
日厠頁汀廠経榊」
補助金申請額1
確定前交付の希望1

申竺中i林?1名
付予定の補助1函圧i
制度

補助年数

事業錯}

ニ・?′-2.

称

[?年コ 3年目
一

2019年 4月 1日 1もノ 2019年 7月31日

232,510円

232,510円

160,000円

希望しない希望する

1肺
1

:゛2二(じ吟)う)じつコース

ザマ゛ーンエ2;、ティパル

氏名

住所

連絡担当者 I電話
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この法,-・は.放諜後等におli'.-(7保青゛を・必要とす?≧,二・.半生をラ7,i.象に

し,学童保青τ業(雄諜後y[E,實県急・ツ・1冥業)ち2丁び翼童高祉法に

基づく障害見通所支援事業を行うとともに、地:漿C子ども達0〉錐や

冫;)ミ冫二?.,プナーきと妃仝か冫:i゛::,rl.!.,城,;1土芸づ〈!ク(こ.室一!すζ)ご一と毛"一主白9とす・)。

0円/[.年間

11人

三j]ミン:!:?竺二1動臭式宅こ: 放課後等デーI′サ・ー・ビ2′、

(住所 l
一

生徒数 16名

すくすくすでっぷ

h
-

(2,;:賢P年3月末時点)

2018年度ザマ・-フェスティバル(昨年6月30日開催)

参加者数 ].[L7名

障がい児(通所者) 7名

障がい児(通所者以外)4名

軽度障がい児(外部) 6名

同世代児童13名、保護者8名

スタッフおよびゲスト15名、ボランティア6名、

近隣住民 ヱ8名、.関連福祉団体関係者 11名

行政・議員 5名

保護者(通所者冫13名

保護者(通所者以外)9名

保護者(外部)保護者3名、

2018年度ウインターフェスティバル(昨年12月22日開催)

参加者数 55名

障がい児(通所者) 8名 保護者(通所者)11名

スタッフおよびゲスト 30名 近隣住民 3名

議員 1名 特別支援学校教諭 2名

昨年度の補助12018年度サマーフェスティバルでぱ、戸田市市民活動サポート補助

金等の援助状1金を利用

況



g.i2,:aa!-゛ コ 一 冫冫 J1]゛ 猫品?l:i.%y,がi-営1-ろ 「す゛〈す"〈、づ一一(っぷ」(・が:4で,責;1;!二:止沿i・こ基づく,..

障害;とぐ:守つシーど゛゛・冫θ〕冫゛ここつ6〕I二倉↓.乏ご≦等デー1゜ジー(゛;・.です。

障率2:゛:持った子どもた゛・云(が:決して6;春み11冫冫,1′ギイ笑でb c'l' (!'7*) :クま一どA,。六萼

し1ハこ゛.と、λこ寥び、悲し;べ"、と(ぐ:?立音゛.7楽しi・゛て。と1こ典,レ]ぞなビgちまず。

]\?:aiT (t',メ!荀であ゛クプこ・・゛とルEて・・゛.2周囲のノ・:“゜・ア1lこ、?告2aじ,こっ1クれるノ・1へ41と冫:冫、

ye5 dぐ ・乙々なこ゛4と(こチ;,ご1//ジします。

彼1っが肖施設2どとご}るしス5・“きく成・早1;きるk二)、スタッフー・同,

責+:':' pZ・どもたちど『itΣ・っス,′運゜営し1;↑・?′.プモす。
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富會#画貴ヘ《事業計画書》
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ニ昌≦[二:j;1とピーl′エ
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匹?一・く゛1-〈・で一てっぷ ;,二[.9全;ミ鷺デ サっ一・〉二じ.テ,,・く/1/
1

2 事業否・,寞施する背景・音っズ)リ・づ゛・動機

当団?ν])゛の丁′々変の子は生ま≦1,・つtス嗟性麻痺のため法・)jf不自由です。′こ丁の+がバ学生

(こ込ア周5C子ど゛・ムた.′・うが7ヂ.i?,こ外で遊りコ)いろ[;:ヤ、4そのモー雫゛:腐+1・ご.座って

テⅠ/ビごt二隼≦一(丁1・゛?ることしかで岩′冫冫1,・゛,;因汐,コ谷゛した。七,べノン冫、(iゴで?1じよう(ご障書を持

つ+と゛゛・ミたちLこ漢乞′テ自ゝ01' }二ど′bと『Iじ。1っl-0≠楽八ジミ;て一・冫,ニニ1シ.三を楽しこっる凍

境を冫:三刀゛ごi・゛ 顯常考の+ど1さたちに・5障碧をもった子ど゛いこ゛ろのら曽竺茗・知′9

一緒冫こ追.i-.;.1ご′ミニとで互、1・aQ〕J,,-,}.il- i盾帛;1深2ミi)る:p?会:L ?:E ′二)た1・゛と青疋?本寞業性言?i-mづ一・)

(こ:至!9ました。

3 事業の目的

・障害をも・フた子どもたちが音楽、スポー・ツ、、毀作等の体験をとおして、自ら

頑張った成果を人前で発表し、メ、(こ認められる喜びを感じる経験とすることを

目的とする。

・近隣の小学校の児童と一緒に行うことで、健常者の子どもや保護者が障害を

持った子どものことを知る機会とし、また一緒に遊ぶ経験をすることで互いの

理解を深めることを目的とする。

4 事業を実施することで予想ざれる効果

・障害を持った子どもたちが、努力が報われる喜びを感じることで、周囲の人

間に認められる人間となるべく、色々なことにチャレンジをする精神を養える

ようになります。

・健常者の子どもや保護者が抱く、障害を持つ子どもに対する無知が原因で生

まれる誤解や偏見を解消し、障害の有無に関係なく、,子どもたちが健全に過ご

し、成長できる地域社会を作り上げる一助となります。
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【事業棚;要】

讐1団吉・C4[三.;綺千之ろ。;ヨ1筺書1,′・4′I長冫りた}一ど1ミた゛:うぐ七1デつ,}チとす,:; 「(二6〕壬コの夢」を゛

デJ,:ジ:゛ξ17冫こ;テー・,- y" c: ;t;釘\。近四:9(/;,;貢・こ〕;テージ?こ:♂プlワ。ご:た,え斤限グ凭,X

とと′・さ1.こ,・゜ラリ,″/ヒ゜シシオ?]5:](こ.もなって・・゛令 「:z・く〉チャコ ).′二実施。

【実施利平成3[(年',i ;'El :?.5日(』祝) [.3時00分開会予定

(実添?瑳所1心1.′障害含謹,'.0:' ILセンタ・-・(・i)

(実施プ≧フグラ、ム,)

'.1' S::;寺つO分・・ 障>.'..i -.'a -,.i, %: 児どみ,2ノン冫:で・冫きる冫,テ・-ジ 「?冫ビつの}?の.=・.冫:」

[.5時00デ・～ ボ〉ラ゜?・゛ゞゴく会

]?.ピ時3こ夕 閉会

(参加対象者1

すくすくず1゛.っぷ,一近隣i奸団体の生徒i?7;びUの保護青並び{こ・,!・.学生の子とそ

の保峡者錯主とする近閃品匝(参加考咎[F標゛ ≧二も)

[詩師]「殺陣集団三点倒立」(役者)及び「1・シオアベ・1″ユ」(音楽ダル′-プ)

※-三記詳師に嗜:当;ヨに至るまでの演};支Q〕指導及び当患の出消:料として謝礼.金

を′支払予定。

り
こ 事業美施のスケジュール

内

ll月ピ日1講師への出演依頼及び41后癲一わせ
容

3月17日:講師決定

4月1日:衣装作成、ダンス・芝居の練習開始

4月20日:近隣への告知開始
 昨   - … n L-旧旧…1.. ■」1」」  J騒1Ⅱ  n

5月1日:舞台セットの製作開始

5月21日:舞台・照明等業者との打ち合わぜ
」  . . - - - .- -

6月20日:リハーサノレ

7月15日;事業実施
 ■ ⅠNユユ」層 」 鹸     

7月31日:事業の開催結果の広報配布



゛I 1“ゞざ管n)勺二のク武施μ1備11ミ:・手さ冫,くVノ冫デい、

壬摘・τ)三?(至);立?;'i%c ?LTび1!!) yl'i- 7X, /l′ユ.:1;'i':

÷当1{こ至・)Σ:ミでの児責一の一旨導牙亀?び嘉;ヨの[二1浜.

近'l'J':'a'r煮;;3・邸・:〉;二\,

←参力1i?テ1:)′の刹II該。':/I1 1:.?.び邑:=?のL:二1し・辰・のj″テ,施

・近隣のi\学生こ丼(こステージ発喪条.o: こなう。

また 2・ぞe・已貢ぐも;テーs〉逃ラれ!・゛6こ,)冫う。

二゛ 事業'3JAh:'syo (L" !ajN" L" ffi?E:;sgs e.' )(v :: ;?r:'K

゛謀岸夏j児貢のう巳ヒ坤冫〉本餌ダ化

-孝訳卸と゛事業実施の冒、常時ム,臘ざぜろことで,rえま弓一。

g 事業の成果目標(具体釣数値を用いてください。)

本事業一、の参加者数2350名を゛目標とする。

く動貢、目標内訳〉

・すくすくすてっぷ生徒及びその保護者

・近隣友好団本の生徒及びその保護者

・チラシ配布先からの参加者

30名

65名

55名

くチラシ配布先〉

・戸田市内の相談支援事業所

・市内公共施設、町会・自治会への回覧、

・広報戸田への掲載依頼

・戸田市向の小学校 など

ポスター掲示

10 補助終了後に当該補助金に頼らずに事業を継続していく方法

より多くの方が参加して頂くことで、本事業の有用性、公益性を理解して頂き、

寄付金や協賛金を募ることでの継続を目指します。

また、クラウドファウンディングを利用し、寄付金を募:クます。
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【支 出】 (円)
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科目 予算額 内訳

補助金,市民活動ザkニトI 'J-60 0001 "I,

-゛-+--一--- - --一 一-
助成金 Iその紗, - 一一七一 一一一 一 一 一
自e資金 7421゛9ト一一一一一一一一一
会費 l

利用者負担金

協賛金・寄附 ・N3C,000

その他

1 科 目 、[予算額 内訳
一.-↓二一一 .,,.-1,

補
助
対
象
経
費

委託費 ￥115,000
三点倒立様 10万円
トリオアベイユ様 1万5000円

消耗品費 ￥32,400

1 ・

衣装代
妖精役 1500円×16名

小道具代
プラスティックダンボーノレ 900円×6
模造紙 500円×6

印刷製本費 ￥45 000
パンフレットケザイン費及び印刷代
4.5円X10000枚

保険料 ￥0

使用料 ￥O 施設使用料

通信費 ￥1,230 切手代(チラシ郵送費) 82円×15

備品 ￥38,880 音響設備

小計 232,510 内訳
補助金充当額: ￥160,000

自主財源: ￥72,510

補
助
対
象
外
経
費

小計 O

合計 23る,510I-゛“ ゛ - -
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